
⻑野県⾠野町における森林環境譲与税の活⽤について

■活⽤状況（全体像）

区分 令和元年度〜令和４年度 令和５年度 計
令和５年度末時点
の活用率（％）

未執行額の活用方針

活用額（円） 35,132,157 17,237,071 52,369,228

譲与額（円） 73,769,000 24,720,000 98,489,000

■令和５年度の具体的な活⽤状況
事業費

うち
森林環境譲与税

森林整備 ⺠有林整備、倒⽊撤去 5,975,801 5,975,801

計画策定 森林・林業ビジョン策定 6,515,800 6,515,800

人材育成 担い手確保 176,330 176,330

⽊材利用 ベンチの作製設置 477,638 477,638

⽊育
フォトフレームの贈呈、
⽊製箸の贈呈

717,420 717,420

意向調査の準
備

GPSタブレットライセン
ス、林地台帳システム保
守、新システム移行業務

838,955 838,955

専門員の雇用 職員の雇用 2,535,127 2,535,127

7,482,929 7,482,929

24,720,000 24,720,000

■今後の実施計画
①意向調査に基づく森林整備の実施
令和７年度
対象区域140.66haの内、集積計画等を作成する森林の整備
令和8年度以後は、事業費は年間31,500,000円を予定（辰野
町森林経営管理制度実施方針により）

②⽊材利用の推進
新生児へのフォトフレームの贈呈
令和７年度以後、年間の事業費は440,000円（予定）

合計

意向調査等による森林整備、⽊
育、人材育成

53

区分 事業区分

基金積立

森林経営管理制度の業務を主体に行う職員を採用し、
制度を推進した。

県産材のベンチ３基を作製設置した。

辰野町森林環境譲与税積立基金

新生児に辰野町産材を使ったフォトフレームを贈呈し
た。また、⽊製箸を作製し、町内の幼稚園、保育園児
に贈呈した。

事業内容

辰野町の環境を守り、50年先を見据え森林を維持し、
次世代に引き継ぐための方針や、取り組む事項をまと
めたビジョンを策定した。

渡⼾地区において協定締結により0.47haの搬出間伐を
実施した。また、災害を防ぐため3か所の倒⽊を撤去
した。また、アカマツの枯損⽊を伐倒、くん蒸した。
また、アカマツの枯損⽊被害調査を委託した。

3日間にわたり、伐⽊造材課程講習（チェーンソーの
取り扱い講習会）を実施した。

意向調査のために機器を整備し、林地台帳システムの
保守、新世代システムへの移行準備を行った。また、
調査票を作成した。

令和5年度に実
施した搬出間伐

新生児に贈呈す
るフォトフレー
ム


